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山
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県
告
示
第
四
百
八
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
年
十
二
月
八
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。
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基
準
法
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昭
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十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
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第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
道
路

の
位
置
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
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そ
の
関
係
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建
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（
「
次
の
図
」
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、
省
略
し
、
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図
面
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び
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係
書
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峡
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設
事
務
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及
び
笛
吹
市
役
所

に
備
え
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い
て
縦
覧
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供
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目
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丹
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開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。
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受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

東
京
都
目
黒
区
中
根
二
丁
目
三
番
十
九
号
　
株
式
会
社
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
　
取
締
役
社
長
　
牧

野
二
郎

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番
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